
①日本共産党裾野市議団の 2015 年度予算要求 ②医療介護総合法案の影響 ③交通

支障問題 裾野市と長泉町の取り組みの違い ④斎場建設報告 ⑤オスプレイの問題

（写真は、右から高村市長、小澤良一議

員、岡本かずえ議員、岩井よしえ日本共

産党裾野市議団事務局員）

主表題は 次世代を担う市民が働く場

所があり 裾野に住んでよかった住みた

いまちとしてのまちづくりをすすめる、

として大きく次の４項目を掲げました。

1. 次世代を担う市民が働く場所がある

裾野市

日本共産党市議会議員団

が２０１５年（平成２７年）

の予算・施策要求を高村

市長に手渡しました

2. 「住民自治のまち裾野市」で市民自ら

が考え行動すること

3. 人間性豊かな平和都市を理想として

掲げる裾野市市民憲章実現の裾野市

4. 住んでよかった住みたいまちとして

健康文化都市宣言が生きる裾野市のま

ちづくりを進める

です。

項目別の具体的提案は次回以降に掲載

します。

裾野市斎場は、裾野市今里（裾野市総

合運動公園から東の新東名の東トヨタ自

動車東富士研究所の西）に昭和 50 年に

建設され、今年で 38 年になります。

建物や火葬炉など施設も老朽化してい

る上に昭和 56 年以前の建物で新耐震基

準を満たしていませんので建て替が必要

です。

裾野市斎場の建設更新は

裾野市単独か

長泉町との広域連携か？
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2012 年（平成 24）度に市は、基本方

針の策定と施設計画を検討しました。そ

の結果がまとまり報告がありましたので

お知らせ致します。

施設は現在の場所と同じですが、敷地

面積 11,000 ㎡（既存敷地は 4500 ｍ２で

２倍の広さです）で火葬炉は 4 基（現在 3

基）で待合室は 4 室以上で 1 室 50 人程

度とする。葬儀室は 25 人程度の小規模

の告別式ができる室を設けるが日中のみ

の使用で通夜は行わないとの計画です。

事業費は 14 億 5,800 万円です。6 月市

議会の市議会議員の一般質問で「長泉町

と一緒に広域の斎場とするように市長は

長泉町に働きかけてはどうか」の質問が

出されました、高村市長は、「長泉町に

働きかける」と広域の意向を表明しまし

た。広域の計画は策定されていて、その

際には火葬炉は 6 基、待合室は 6 室を計

画しています。長泉町の斎場は古くこち

らも更新の考えは有るようですが裾野市

と広域で進めるのかそれとも町単独で進

めるかはこれからのことです。広域で行

う場合の事業費は 17 億 1,900 万円です。

岡本議員・小澤議員は葬儀室で「通夜

裾野市斎場

裾野球場

はできない」計画をしていることに対し

て、「いまどき斎場で通夜ができないの

は見直しをすべき」と追及しました。

市は検討することを表明しましたが、

市民のみなさんはどのように考えられま

すか。ご意見をお聞かせ下さい。

斎場更新事業は市単独か広域で進める

のかの方向を決めた上で 2015 年以降に

建設事業に必要な手続きが行われること

になります。

国民いじめの医療・介護総合法案を全

野党が反対するなか自民党・公明党が強

行採決しました(6 月 18 日)。

以下は、日本共産党の小池晃参院議員

が行った医療・介護総合法案に対する反

対討論（要旨)の医療についての内容で

す。

『上からの強権的な医療計画の押し付

けで、国民の医療を受ける権利が侵害さ

れます。都道府県主導で病床の再編・削

減を推進する仕組みが作られ、病院が従

医療難民・介護難民を出す

ことは許されません！悪法

の医療・介護総合法案（２）



わない場合、医療機関名の公表、各種補

助金や融資対象からの除外など制裁措置

をとります。国民皆保険制度を支えてき

たのは、自由開業医制度とフリーアクセ

スの原則のもとでの、質の高い開業医と

民間病院、公的病院の献身的な努力と自

発的な連携です。強権的なベッド規制は、

国民皆保険制度の根幹を揺るがすもので

容認できません。』(医療についての部分)

と医療･介護破壊の法案に反対しました。

国民にとっては、今でもベッドの回転

を高めるために、病院をたらい回しにさ

れる問題が生じてきます。

また、これまでの一般病院である緊急

期病院を高度なものとそうでないものに

区分することで、病院のベッド数を削減

することや、重症患者を引き受けないこ

となどが生じています。

入院日数を短縮させて、それが在宅医

療の促進と言われても、行き場のない患

者が増え、さらに深刻な事態を引き起こ

すことになってしまいます。

同時に国民健康保険の広域連合化で

は、国保料の引き上げでますます負担

増！にされてしまうという｢八方塞がり｣

の国民いじめです。

日本共産党裾野市議団は、このような

困難な状況の中でも、医療分野でも、介

護分野でも、誰もが健康で最後まで安心

して住み慣れた地域で暮らし続けられる

『地域包括ケアシステム』の実現のため

に頑張ります。

｢長泉の道路が良くなった｣

と言う声をよく聞きます。

新東名のインターができましたが、｢沼

津｣でも｢沼津･長泉｣でもなく｢長泉･沼津

インター｣という名称になりました。こ

れもちょっとした｢事件｣です。普通はそ

こら辺を代表する地名に落ち着いてしま

うのに｢長泉｣が先です。

長泉の元町議の方に伺うと、この両方

には、共通項があることがわかりました。

それは、非常に熱心な職員がいた、と言

うことです。どうもそれも一人の職員の

方の奮闘によるようです。この職員は、

主査の頃(今は課長さんだそうです)か

ら、誠意を持って熱心に地権者の方々と

話をしてきているそうです。この人が出

てくると｢○○さんなら信用できる｣とか

「○○さんなら頼りになる｣と地権者の

方からも信頼されているそうです。

裾野市も生活道路は、｢不便｣｢危険｣な

所が随所にあります。地元から要望が上

がっても、手付かずの所が多く、市民か

らは｢駅西のあんな区画整理ばかりやら

んで地域のことやって欲しい｣と言う声

交通支障問題 裾野市と

長泉町の取り組みの違い

｢困った道路対策プロジェ

クト･チーム｣立ち上げを



が多く聞かれます。

裾野市でも、住民・地権者の方と誠意

と熱意を持って話し合っていく、｢困っ

た道路対策プロジェクト･チーム｣を立ち

上げてはいかがでしょうか。

米軍の新型｢輸送機｣オスプレイ。オス

プレイとは日本語でタカ科の鳥｢ミサゴ｣

のことです。ミサゴはホバリング(空中

停止)できるタカです。米軍のオスプレ

イは固定翼で飛行機のように早く飛べる

し、二つの大きなローターでヘリコプタ

ーのように垂直離着陸もできます。

沖縄の負担軽減のため？

このオスプレイが御殿場の米海兵隊基

地キャンプ・フジに飛来しました。大義

名分は｢沖縄の負担軽減のため｣です。そ

の大義名分を振りかざして、全国にオス

プレイを配備するとしています。

オスプレイの最重要任務は

奇襲攻撃･揚陸強襲

いろいろその目的を述べていますが、

オスプレイにとって一番重要な訓練は、

奇襲攻撃の訓練です。あらゆる地形、あ

らゆる気象のもとで、いかに相手に気づ

かれずに接近できるか、の訓練こそ最優

先の訓練です。

｢戦闘機｣｢爆撃機｣という分類では｢輸

送機｣に区分されていますが、そもそも

アメリカはなぜ日本全国にオ

スプレイを配備しようとするの

でしょうか？ オスプレイは奇

襲攻撃のために作られたこと

を忘れてはいけません（１）

奇襲攻撃･揚陸強襲のために開発された

航空機です。だからこそ殴り込み部隊で

あるキャンプ・フジの海兵隊へ真っ先に

飛んできたのではありませんか。

不採算民間空港にも触手を伸ばす

民間用空港である｢県営｣佐賀空港に配

備、という話が出てきています。採算が

苦しいのにつけ込もうとしている、と言

う見方もあります。やはりここでも｢金

目（かねめ）｣です。

採算が苦しい県営飛行場は全国にあり

ます。そのうちのいくつかは、このよう

に狙われるかも知れません。

2008 年の冷凍ギョーザ中毒事件をきっ

かけにリンガーハットは食材調達を見直

し、09 年から国内の契約農家を増やし

て、キヌサヤやにんじん、コーンなどす

べての野菜を国産に変更したそうです。

ただ、8 億 5,000 万円のコスト増となり、

当時 450 円のちゃんぽんを東京都内で

550 円に値上げしたそうです。

｢ 100 円｣ですが、この 100 円が生み出

したものを思い巡らしてみてください。

農家の方々の経営にはプラスになりま

す。関係して働く人々も増えたかも知れ

ません。流通関係の仕事も増えたでしょ

う。ある一社のチャレンジでも日本の経

済を下支えする力の底上げになっていき

ます。日本経済は｢安く｣ばかりを追うあ

まり、自らの経済基盤を壊してきたので

す。もっと多くの｢ 100 円｣の見直しがあ

れば、日本経済の底上げがどれだけでき

ていくか、考えてみませんか。 (友)

またまた中国製食材問題


